
（一社）住宅生産団体連合会
副会長　ミサワホーム㈱　竹中宣雄

住宅産業の取り組み紹介

1

第３回社会資本整備審議会
住宅宅地分科会勉強会

2020.05.28 

資料９



１．設　　立 
平成４年６月（平成24年11月に一般社団化）

２．設立目的 
　住宅の生産供給に係る課題の解決を図るために、構造・工法の枠を超えて会員団体間の調　整、
住宅・住環境・住生活・住宅産業に関する調査・研究を行い、住宅産業の経済的・社会的・技術的
向上と健全な発展を 図り、もって国民の住生活の向上と公共の福祉の増進に寄与すること。

３．活動内容 
① 住宅・住生活に関する様々な分野の調査研究
② 住宅政策に関する提言・施策要望
③ 国民への住宅・住生活関連情報の提供
④ 諸外国の住宅生産者団体との意見交換・情報交換
⑤ 災害復興支援　など

４．会員団体 
　(一社)プレハブ建築協会 　　　　　　　 　　(一社)全国中小建築工事業団体連合会
　(一社)日本ツーバイフォー建築協会　  　　(一財)住宅生産振興財団
　(一社)全国住宅産業協会　　　　　　　   　　(一社)日本木造住宅産業協会
　(一社)リビングアメニティ協会             　　(一社)新都市ハウジング協会
　(一社)輸入住宅産業協会                   　　(一社)JBN・全国工務店協会

住宅生産団体連合会について
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（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成 
① 短命・低品質な住宅の再生産からの脱却 
② 既存住宅の性能・品質の向上       ③ 良質な賃貸住宅の整備 
④ 資産価値を適正に評価する新しい住宅査定方法の導入 
⑤ 住宅の基本性能と生産性を向上させる技術開発 
⑥ 地方公共団体と連携した魅力あるまちづくり、住まいづくり 
⑦ 住宅生産者の技術の向上       ⑧ 建築技術者の育成・就労環境の改善 

　国民の健康で豊かな住生活の持続的な維持発展に向け、住生活産業界が取
組むべき役割を明らかにすることを目的として「住生活産業ビジョンVer.2018」を
作成・公表（2019年７月）

住生活産業ビジョン2018
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（２）人生１００年時代に適応した豊かな住生活の実現 
① 様々な世代やライフスタイルに対応したまちづくり、住まいづくり 
② 高齢者が自立して暮らせる住まいの供給 
③ ライフステージ等の変化に対応可能な住宅整備やリフォーム関連技術の開発 
④ 住宅ストックの流通・循環の促進 
⑤ ＩｏＴやＡＩ等を活用した高度な住生活サービスの提供 

（３）次世代の子供たちを育む住環境の整備 
① 低廉良質な住宅供給 
② 出産・子育てしやすい住宅・住環境の整備 

（４）優れた住宅生産技術等を活かす　　

　　　国際展開 



住生活基本計画（平成２８年３月）
新築住宅における認定長期優良住宅の割合　11.3%(2014年)　→　20%(2025年)

パリ協定に基づく成長戦略としての長期戦略（令和元年６月）
新築の住宅・建築物について、2030年度までに平均でエネルギー消費量が正味でおおむね
ゼロ以下となる住宅・建築物（ZEH・ZEB）を実現。
新築住宅については、ライフサイクル全体でカーボン・マイナスとなる住宅を普及。

今世紀後半のできるだけ早期にストック平均のエネルギー消費量を正味でおおむねゼロ以下
としていくために必要となる建材、機器等の革新的な技術開発や普及を促進
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（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成

① 短命・低品質な住宅の再生産からの脱却（１）　

〇 民間住宅投資が、短命・低品質な住宅の再生産に費やされることから脱却

〇 長期耐用性と優れた省エネ性・温熱環境等を備えた良質な住宅ストックの整備

《国の計画・目標》
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《プレハブ建築協会の目標》

新築戸建住宅における認定長期優良住宅の割合
　77.5%(2018年)　→　85%(2020年)

新築戸建住宅におけるZEHの割合
　51.4%(2018年)　→　70%(2020年)

（目標）
出展：プレハブ建築協会　「住生活向上推進プラン」
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○ ZEH＋Rを基本としたレジリエンス性の高い住宅整備やまちづくりの推進

非常用コンセント

飛散防止ガラス

玄関止水シート 備蓄庫

貯水システム 雨水貯蓄タンク 蓄電池

（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成

① 短命・低品質な住宅の再生産からの脱却（２）　　
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○住宅生産団体連合会の会員１０社で設立
○住宅の性能・品質や管理状態等を的確に反映した新しい査定方法（スムストック）
○構造躯体（スケルトン）と内装・設備（インフィル）とに分けた独自の査定
○「安心Ｒ住宅」事業者団体登録（第１号）

（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成

④ 資産価値を適正に評価する新しい住宅査定方法の導入

構造躯体
（スケルトン）
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○ ＢＩＭの導入、建築部資材の規格の標準化・共通化、工場生産比率の向上、ＩｏＴ・ＡＩ・
　  ロボット等の先進技術の活用、工事の平準化等による生産合理化

工場生産（ロボット溶接）

BIMによる邸別一貫管理

アシストスーツ 天井施工ロボット

床下点検ロボット

ドローンによる点検
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（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成

⑤　住宅の基本性能と生産性を向上させる技術開発 
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〇 省エネ基準適合に向けたロードマップ（2019/10策定）

（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成

⑦ 住宅生産者の技術の向上　



○ 建築技術者の育成、就労環境の改善、女性・高齢者・外国人の活用促進などによる
　　建築技術者の確保

9
建築技術専門校の開設 海外からの技能実習生の受け入れ

（１）資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成

⑧ 建築技術者の育成・就労環境の改善　

H28中央建設審議会資料より 出典：木住協調べ



○ 環境に配慮した快適で安全・安心なまちづくり・住まいづくり
○ 自治体等と連携した郊外戸建団地再生や老朽団地建替への取り組み

スマートシティ（藤沢）

郊外戸建団地再生（横浜）

老朽団地建替（江戸川アパートメント） 自治体等との連携

Before
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（２）人生１００年時代に適応した豊かな住生活の実現　

① 様々な世代やﾗｲﾌｽﾀｲﾙに対応したまちづくり、住まいづくり　



「自立」から 「介護」までのネットワーク（千葉県）
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○ 高齢者が安全に、できるだけ長く自立して快適な生活を送れる住宅・生活環境の整備
○ ｻｰﾋﾞｽ付き高齢者向け住宅やｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑなどの良質な高齢者向け住宅の整備
○ 高齢期にも自宅で健康・安心・快適に暮らすための「早めのﾘﾌｫｰﾑ」提案

シニアの自立した生活を支援する賃貸住宅

（２）人生１００年時代に適応した豊かな住生活の実現　

② 高齢者が自立して暮らせる住まいの供給　

高齢期の健康で快適な暮らしのための改修ガイドライン



○ ＩｏＴやＡＩ等の先進技術の活用、他産業界との連携による多様で高度な住生活サービ
    スの開発・提供
○ 高度な住生活サービスを簡易に享受できる住宅の技術基準や仕様等の研究・開発及
    び標準化（関係業界との共同研究・開発）

非接触型センサーを用いた
在宅時緊急疾患早期対応ネットワーク

モビリティとテクノロジーを融合させた
新しい街づくりを目指す新会社
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（２）人生１００年時代に適応した豊かな住生活の実現　

⑤ IoTやAI等を活用した高度な住生活サービスの提供　
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○ 乳幼児・児童の安全配慮、出産・子育てに適した良質な住宅や部品の開発・供給
○ 保育園・幼稚園などの子育て施設の整備

子育てに

配慮した住宅

安全・安心な部品・設備等

ハウスメーカーが手掛
ける保育園・幼稚園

子ども、出産・子育てに配慮した製品・サービ
ス・空間・活動・研究を対象とする顕彰制度

（３）次世代の子供たちを育む住環境の整備

② 出産・子育てしやすい住宅・住環境の整備 



（2020年3月段階　住団連調べ）
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○ 我が国の住生活産業が有する優れた住宅生産技術や省エネ技術等を国際的に展開
    し、諸外国が抱える諸問題の解決や住生活の向上に貢献

（４）優れた住宅生産技術等を活かす国際展開
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1. 政策資源（税・補助・金融・規制）を良質な住宅ストックの整備促進に
重点化

2. 良質な住宅に係る諸制度を長期優良住宅を軸に整理・一元化

3. ストック型社会に相応しい住宅税制の構築 

a. 多岐多重課税の解消・簡明化

b. 良質な住宅整備を阻害する住宅取得時における重い税負担の軽減

c. 流通課税の軽減

4. 資産価値を適正に評価する新しい住宅査定方法の確立・普及 

5. 空き家の発生抑制と老朽空き家の除却促進 

6. 建築技術者の育成支援 

7. 民間事業者の自由な発想による活動（住生活サービスの開発、生産
性向上の取組み等）に対する支援 

8. 少子化打破に向けた様々な分野に係る政策の総動員

a. 出産・子育て期の世帯に対する住宅確保支援

b. 同居・近居、三世代住宅整備の促進

   国に期待される取組み



市場を通
じた流通

建替え､リフォーム､メンテナン
ス及び流通の循環システム

維持管理

維持管理

リフォーム

既存住宅を安心して取得できる環境の整備

建替更新
住宅利用

困難空家

除却

転用

空き家を発生させない予防措置

品質性能向上方法の経済合理的な選択

優良住宅ｽﾄｯｸ社会の構築
（建替え､ﾘﾌｫｰﾑ､ﾒﾝﾃﾅﾝｽ及び流通の循環ｼｽﾃﾑ）

良質な住宅ストックが資産価値を維持しながら市場を通じて流通し、何世代もの健康で豊かな住
生活を支える優良住宅ストック社会を実現するため、短命で低品質な住宅の再生産を抑制し、自然
災害リスクが少ないなどの適正な立地における良質な住宅ストックの整備と適切な維持管理を促進
し、市場を通じた円滑な循環システムを構築すべき。 

資産として住み継がれる良質な住宅ストックの形成
人生１００年時代に適応した豊かな住生活の実現 
次世代の子供たちを育む住環境の整備  
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実現のために

住団連ビジョン


